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研究成果の概要（和文）：インド・西部太平洋におけるタイ科クロダイ属魚類は、水産学上の重
要な沿岸性魚種で、学名が混乱しているため国際間の漁業交渉では紛争の種となっていたため
FAO より分類学的再検討が急務とされた。そこで広く標本を集めて分類学的再検討を行った。
以上の結果、従来 1属 8種が有効種と認められてきた、クロダイ属(Acanthopagrus)魚類は６類
似種群 20 種とクチボソクロダイ（仮称）属（Sparidentex）魚類３種の合計 23 種に整理される
ことが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）：The genus Acanthopagrus from the Indo-West Pacific (Pisces: 
Sparidae) was taxonomically reviewed because their congeners are important coastal fishes 
in fisheries and similar looking body with confused and different scientific names among 
different countries and FAo commented that the genus is also needed for taxonomical review. 
Although there are eight valid species in Acanthopagrus, 23 species including new species 
and resurrection are justified under Acanthopagrus and Sparidentex and the fomer include 
six similar species group. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 
2009 年度 800,000 240,000 1,040,000 
2010 年度  700,000 210,000 910,000 
総 計 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

 
研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：基礎生物学•生物多様性・分類 
キーワード：タイ科・多様性・新種・クロダイ属・インド・西部太平洋 
 

１． 研究開始当初の背景 
申請者は、ありふれた魚類が実は十分に生物
学的に認知できていないものが多いという考
えの下で、特に水産上重要で問題ある沿岸性魚
類の分類学的研究を科研費やその他の研究費
を得て精力的に実施してきた。今回採択された
タイ科クロダイ属 (Acanthopagrus) 魚類は、
約 10 年以上にわたって個人的に検討を重ねて
暖めてきたものであり、これらは温帯から熱帯
域までの河口から沿岸域に幅広く生息域を獲
得した沿岸性魚類である。また、全長１m近く

にもなる大型の種類も多く、水産上の重要種でもある
(Iwatsuki & Carpenter, 2006)。クロダイ属魚類は、
広大なインド・西部太平洋において分布し、最も人間
に身近で、何処でも漁獲対象となっており、ごくあり
ふれた普通種である。しかし、それらは普通種である
にも関わらず各国の図鑑やFAOの同定手引書にも全く
掲載されていない種類も多く、各国の水産局から FAO
や、申請者のようなこの分類群の専門家に同定の問い
合わせが多かったので、FAO よりタイ科クロダイ属魚
類は分類学的再検討が急務とされている。しかし、タ
イプの紛失や学名の難しい歴史上の問題も絡み、サイ



ズも大きくなるので正しい学名が容易に決定
できず、それらを解決出来ないため他の類似の
未記載種も難しい状況で、研究が遅れていた。 
申請者は、このような状況を鑑みて 10 年以
上にわたって、このグループの研究の下調査を
して暖めてきた。包括的なこの分類群の分類学
的研究は過去にはなかったが、最近ようやくそ
の最も古い学名の Acanthopagrus berda 
(Forsskål, 1775)の種の実態と特定（下記左上
の写真）が出来たので一気に研究が前に進んだ
(Iwatsuki and Carpenter, 2006) ． 

 
２．研究の目的 

分類学的混乱と未報告の未記載種を一気に解
決出来る段階に来た。インド・西部太平洋に分
布するクロダイ属魚類は、我国でもクロダイや
キチヌを代表として遊漁の対象としてもよく知
られる。現在クロダイ属魚類は、ナンヨウチヌA.
 berda, オーストラリアクロダイA. buccheri、
クロダイA. schlegelli, ミナミクロダイA. s
ivicolus、オキナワチヌAcanthopaagrus sp.、
オーストラリアキチヌA.australis、キチヌA. l
atus、およびクロオビクロダイ（仮称）A. bif
asciatusの合計８種がインド・西部太平洋の有
効種として長く考えられてきた。 
しかし、申請者は約１０年前から、本属の魚

類の分類学的なレビューを行うため、この広い
海域から, 本属魚類を採集し、また世界中の大
学や博物館から標本を借用して準備を行ってき
た。現在この海域の全域からクロダイ属魚類の
標本を概ね調査でき、本属魚類は下記の７類似
種群からなり、現在の知見よりクロダイ属はか
なりの種多様性があることが判明し、現在最終
段階に入っている。従来８種が有効種とされて
きたが、申請者の研究により少なくとも２５種
もの種類がいる可能性が明確になってきた。 
これらは７類似種群に整理され、発達した臼歯

を持つクロダイ属と外形的によく似るのでクロ
ダイ属に帰属されてきたが、臼歯を持たず犬歯を
持つクチボソクロダイ属（仮称）Sparidentex と
の混同を含み 7 類似種群 25 種類を含んでいるこ
とが申請者の予備調査から明らかになってきた。
25種の内８種が従来から有効種とされてきたが、
他の種のシノニムとされたきたが有効種である
か、あるいは未記載種である。申請者は、後者の
学名の不明種 17 種の内２種の新種報告
（Iwatsuki and Carpenter, 2006; Iwatsuki et 
al., 2006）を既に行い、更に４新種４有効種と
して判断できた。 
上述の不明確種 17 種は、識別点も明確になっ

ていないか、漁業者はすでに区別して取引してい
るが、各国で誤った学名が使われている。申請者
は、知られる 66 名義種のうち 55 種の模式標本は
既に調査済みであり、上述の 1)-4)の類似種群に

ついては、出版および投稿中であり、概ね解決の目処
は立ってきた。5)-7)については、標本の十分でないも
の、模式標本の調査が済んでいないものがあり、学名
の確定に至っていない種類である。本研究は、申請者
が約 10 年以上にわたって個人的に検討を重ねて暖め
てきたものであり、インド・西部太平洋におけるクロ
ダイ属魚類の分類学的再検討を行い、インド・西部太
平洋における最も混乱してきた属の正確な種数、およ
び正しい学名を提示する revision を行うことが第１
の目的である。また、この属は特に沿岸域で最も普通
に見られる水産上重要なグループでもあるので、魚類
学・水産学の基礎的知見に貢献することが第２の目的
である。基盤（C）の助成を受けて、一気にあと３年で
上述のすべてを明らかにできた。この研究に追随する
研究者は申請者を除いて世界にいないと自負している。 

 
３．研究の方法 
平成20年度 
４頁右欄の1-4)の４類似種群は、目的でも述べ

たが３つの報告を既に投稿中であったので、標本
もある程度十分であるので、関係のあるすべて模
式標本の調査ができた時点で、正しい学名の判断
と結論が得られれば、各類似種群の残りの種類に
ついても執筆と投稿に全力を注いだ。 
更に４頁の右欄の5)-7)の類似種群については、

まだ十分に標本数が足りていないものも有り、初
年度世界中の博物館・大学の所蔵標本を探し出し
て借用可能な標本数の確保に全力を注だ。中近東
の種類で所蔵数のかなり少ないものに関しては、
生鮮時の色彩も十分に分かっていないので、ペル
シャ湾で訪問調査が可能なクウェートでの採集調
査が必要である。特に種間の形態学的違いがあま
りないキチヌ類似種群はオーストラリアと中近東
に主に生息し、成長による形態と色彩の違い、場
所的な違い、更に遺伝学的な違いを押さえる必要
が有り、クウェートとオーストラリアの研究者と
密接の連絡を取って、標本数の確保とDNAの分析の
ための生サンプルを現地で採集する。それらに採
集に全力を尽くした。 
なお、キチヌ類似種群は、体節的なモードの異な

る計数形質（側線鱗数等）、形態および色彩が非常に
似ており、形質の幾つかの組み合わせでないと正確な
同定が難しく、いわゆる同胞種（sibling species; 
Iwatsuki et al., 2006）と判断している。従来有効
種とされているA. longispinisとA. latusは申請者の
予備調査からミトコンドリア16S領域から概ね5%弱の
違いを持つことから、このことから判断してそれら６
種と判断しているものが亜種レベル（概ね数％の違
い）の違いなのか、別種のレベルなのか結論を得るた
め、現地での生サンプル採集から標本の個体数確保と
同時進行して、最終確認を行った。６種のうち４種が
中近東に、またオーストラリア北西部で２種を確認し
ていたので、それらのものの形態学的違いが地理的変
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異なのか、亜種レベル以上の違いなのか、遺伝
学的な結果から結論を下した。 
最終的にどの種類が報告されている正しい

学名であるのか、採集結論を下す必要があるが、
クロダイ属の名義種は、世界中の博物館や大学
に66種もの名義種のタイプがあるが(Eschmeyer, 
1989; Iwatsuki and Carpenter, 2006）、この
10年以上にわたって申請者の過去の分類学的研
究過程で、機会ある毎に世界の博物館で少しず
つ調査してきたので、55名義種については、既
に調査は終わっていた (Iwatsuki et al., 
2006)。残りの模式標本は, ヨーロッパの大英博
物館、パリ自然史博物館、およびウイーン博物
館に所蔵されており、数種が米国の大学・博物
館に所蔵されたがすべて調査が終わった。４頁
右欄の1-4)の４類似種群が先に結果がだせたの
で、初年度はヨーロッパの博物館に模式標本の
調査を行った。なお、ベトナムハノイに存在す
る は ず で あ る Acanthopagrus rubroptera 
（Tirant, 1883）の模式標本は、ベトナム戦争
時に行方不明で、ベトナムの研究者と連絡を取
り、調査してもらい、リヨン博物館にあり、調
査した。 
平成 20 年度は、申請者が上述のリストで認知
した未記載種と未報告の有効種を含む先に結
論が得られたものから順次投稿していき、平行
して標本が限定的であるキチヌ類似種群の種
類の標本の確保に全力を注ぎ、クロダイ属の分
類学的な結論を得たものから執筆•投稿して結
果を公表していく。遺伝学的な裏付けをするた
めの DNA 分析用のサンプルの確保•分析に全力
を尽くした。 
平成21年度 
４頁右欄の5-7)の類似種群の結論の得ら

れたものから、順次執筆•投稿して公表して
いくが、平成21年度は、申請者が上述のリス
トで認知した未記載種を含む不明確種の個
体数が十分に確保出来なかったものを優先
して標本数やサイズ、分類学的な結論を得る
ための分布範囲を網羅することに全力を注
いだ。 
平成21年度は、申請者が上述のリストで認知

した未記載種を含む不明確種の個体数の少な
かった標本数やサイズ、分類学的な結論を得る
ための分布範囲を網羅することに全力を注ぐ。
同時に中近東のオマーンの現地調査により、中
近東のキチヌ類似種群の全４種のDNA分析用の
サンプルの確保に全力を尽くす。キチヌ類似種
群は、インド・西部太平洋に広く分布するとさ
れるキチヌAcanthopagrus latusの１種のみ有
効とされていたが、本研究の目的でも述べたよ
うに、明らかに区別できる６種を既に認めてい

た。それらは広く分布するものと、ユーラシア大陸
にへばりつくように分布するもの、中近東にのみ分
布するもの、オーストラリア北部やニュージーラン
ドにみられるもののように、それぞれの海域で異所
的に分布している可能性が高かった。既に行ったmt
DNAの予備調査でも広く分布するキチヌAcanthopagr
us latus Houttyuyn, 1782と5-5)のAcanthopagrus 
sp. 12の違いは、前者が体型全体ではやや体高が低
く、吻が長く、および第５番目の背鰭棘基部直下と
側線との間の鱗数は3 1/2枚であるのに体して、後者
は、体高がやや高い、吻が短く、および第５番目の
背鰭棘基部直下と側線の間の鱗数は4 1/2枚であり、
違いは微妙である。しかし、mitochondrial 16s rR
NAでも7%以上の違いが見られた。このことから,形態
学的形質は微妙な違いではあるが、遺伝学的にはか
なりの違いがあることも既に判明している。それら
２種は同所的に生息するところでは、概して前者は
沿岸に、後者は河口域を中心とする水域にみられ、
生態学的にもニッチェが異なることが判明していた。
従って、 キチヌ類似種群は、現在１種とされている
が、海域毎に多様な種分化が既に起こっていると判
断され、この類似種群の6種類は、見た目は似るが遺
伝学的にはかなりの違いを持っていることが強く予
想され、遺伝学的にも確かめる予定である。形態学
的調査から得られた結果と遺伝学的調査から得られ
た結果から、最終的には総合的に判断した。また外
部形質に基づく容易な検索表を作成した。 
クロダイ属魚類の属のRevisionは、申請者がこ

の十年来、丁寧に暖めてきたテーマであり、現在
最終段階の詰め作業の段階にきている。最も混乱し
ているクロダイ属魚類のrevisionを、科学研究費の
助成を得て平成20-21年の３年間で、一気に結論が
出せる段階に来ており、また他の研究者の追随を
許す研究者はおらず、十分実行可能であった。 

平成22年度 
タイ科クロダイ属魚類は、広大なインド・西部太平
洋において分布し、最も人間に身近で、何処でも漁獲
対象となっており、ごくありふれた普通種であるが、
各国で使用されている学名が混乱しておりFAOよりタ
イ科クロダイ属魚類は分類学的再検討が急務として
いる。そこで，分類学的再検討を行った。その結果、
HoloAcanthopagrus vagus Peters は従来 A. berda の
シノニムとされて、両者は混同されてきたが、南アフ
リカの有効種であるであることが判明した。さらに、
クロダイ類似種群からオマーンより未記載種が見つ
かり A, omanensis、A. pacificus として新種報告を
行った。さらに、ペルシア湾のキチヌ類似種群の検討
の中でさらにもう２種のクロダイ類似種群のもう１
種の未記載がみつかった。そこで、これを A. randalli
として新種記載を行った.一番難しいグループのキチ
ヌ類似種群を中心にまず検討を行ってきたが、体節的

3 
 



なモードの異なる計数形質（側線鱗数等）、形
態および色彩が非常に似ており、形質の幾つか
の組み合わせでないと正確な同定が難しく、い
わゆる同胞種（sibling species; Iwatsuki et 
al., 2006）が内在していることは判明し、６
種のうち４種が中近東に、またオーストラリア
北西部で２種が確実に分布・生息していること
を確認し, ３新種と２有効種の存在を確認し
た。         

 
４．研究成果 

タイ科クロダイ属魚類は、水産学上重要な魚
種で、分類学的には多くの異論があり、学名が
混乱しているため国際間の漁業交渉では紛争
の種となっていた。 
タイ科クロダイ属魚類は、広大なインド・西
部太平洋において分布し、最も人間に身近で、
何処でも漁獲対象となっており、ごくありふれ
た普通種であるが、各国で使用されている学名
が混乱しており FAO よりタイ科クロダイ属魚
類は分類学的再検討が急務としている。そこで，
分類学的再検討を行った。その結果、
Acanthopagrus vagus Peters は従来 A. berda
のシノニムとされて、両者は混同されてきたが、
南アフリカの有効種であるであることが判明
した。さらに、クロダイ類似種群からオマーン
より未記載種が見つかり A, omanensis、A. 
pacificus として新種報告を行った。さらに、
ペルシア湾のキチヌ類似種群の検討の中でさ
らにもう２種のクロダイ類似種群のもう１種
の未記載がみつかった。そこで、これを A. 
randalliとして新種記載を行った.一番難しい
グループのキチヌ類似種群を中心にまず検討
を行ってきたが、体節的なモードの異なる計数
形質（側線鱗数等）、形態および色彩が非常に
似ており、形質の幾つかの組み合わせでないと
正確な同定が難しく、いわゆる同胞種（sibling 
species; Iwatsuki et al., 2006）が内在して
いることは判明し、６種のうち４種が中近東に、
またオーストラリア北西部で２種が確実に分
布・生息していることを確認し, ３新種と２
有効種の存在を確認した。 
以上の結果、従来 2属 8種が有効種と認めら
れてきた、クロダイ属魚類は６類似種群 20 種
とクチボソクロダイ（仮称）属魚類３種の合計
23 種に整理されることが判明した。各属の類
似種群の特徴を簡単に右欄に列記する。       

 
上述の結果は以下のクロダイ属魚類６類似種群
20 種とクチボソクロダイ（仮称）属魚類３種にま
とめら、各属の類似種群の特徴を列記した。太字
は採択者の研究成果を示すステージである 
 
●クロダイ属 
1) ク ロオビクロダイ類似種群（２種） 
Acanthopagrus bifasciatus complex: A. 
bifasciatus and A. catenula 頭部に２本の黒

色横帯 
2) ナンヨウチヌ類似種群（６種） A. berda complex: A. 
akazakii, A. berda, A. pacificus, A. taiwanensis, A. 
palmaris, and A. vagus  第５背鰭棘基部下に鱗が 3 
1/2-4 1/2 枚 
3) クロダイ類似種群(５種)  A. schlegelii complex: A. 
butcheri, A. omanensis, A. randalli, A. schlegelli, 
and A. sivicolus 第５背鰭棘基部下に鱗が 4 1/2 – 6 1/2
枚  
5) キ チヌ類似種群 ( ５種 )  A. latus complex: 
Acanthopagrus latus, A. longispinnis, Acanthopagrus 
sp 1., Acanthopagrus sp. 2 and Acanthopagrus sp. 3. 
臀鰭黄色、第５背鰭棘基部下に鱗が 3 1/2 or 4 1/2 枚、 
6) オーストラリアキチヌ（２種） A. australis complex: 
A. chinshira and A. australis 尾鰭が黄色、第５背鰭
棘基部下に鱗が 4 1/2 枚 
●クチボソクロダイ（仮称）属 
7) クチボソクロダイ（仮称）類似種群（３種） 
Sparidentex datnia complex: Sparidentex datnia 
Sparidentex sp. 1, and Sparidentex sp. 2  歯は犬歯
で、臼歯は無い 
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